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新潟大学MOTの特徴

地域企業の経営品質を継続的かつイノベイティブに向上しう
る能力とスキルを育成する。

1

総合大学の特徴を生かして、
・豊富なメニューの中から、受講者の希望に最適な履修プロ
グラムを選択できる。
・俯瞰的かつ多面的な観点から、分析・モデル構築ができる。

2

プロジェクト演習を通して、産学のニーズ・シーズのインタラク
ションによる
・実践力のある高度専門職業人の育成
・新製品・新技術の発進加速

3
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新潟大学MOTが養成する能力

○組織の知識・知恵を活かす組織編成・運営能力
経営組織、人的資源管理、ナレッジマネジメント

○リスクに強い組織への変革能力
経営管理と社会的責任、リスク・危機管理、知的財産戦略

○効果的資源配分の策定と実践ができる能力
経営戦略、ファイナンス、品質設計・評価

○アイディアを深耕し具現化できる能力
モノづくり戦略論、R&Dマネジメント、アグリフロンティアビジネス

○市場との対話による競争力を強化できる能力
マーケティング、国際競争戦略、SCM
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『ものづくり戦略』と『品質設計・評価』
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教育目標

竹刀で戦うのと

真剣で戦うのでは

どちらが実力がつくか？

・学生：企業よりニーズを抱えてきている。
・大学：シーズを数多くもっている。

・MOTが最も産学連携しやすい立場にある。

ポジションポジション

ケーススタディの内から、企業との協働により

具体的なビジネス立ち上げを仕掛ける。

これらを通して実践力を育成する。

教育目標教育目標
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技術と経営のハーモニー

技術と経営のハーモニー技術と経営のハーモニーをかなで、
経営品質を高め経営品質を高めよう！

『山椒は小粒でもピリリィと辛い』と申します。
小ぢんまりした新潟大学MOTですが、
高度専門職業人の育成高度専門職業人の育成を通して、

新潟より世界に向けて新技術・新製品を発信し
続ける、存在感のある新潟大学MOT

を目指しております。
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